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ソリッド法を用いて ALPS 沈殿廃棄物構成元素を構造内に有するアパタイト固化体の合成実験を行った。 

合成手順、合成条件ならびに物性評価結果について報告する。 
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1. 緒言 東京電力福島第一原子力発電所の多核種除去設備(ALPS)において発生した汚染水処理二次廃棄物

の安定固定化するため、廃棄物含有元素を原料としたアパタイト固化技術の開発検討を行っている。本発表

では、廃棄物の含有元素である Fe, Sr, Cs について、市販試薬を用いた固相反応による固化体合成および物

性評価を行った。 

2. 方法 既往研究[1]における合成方法を参考に、硝酸セシウム、硝酸ストロンチウム、硝酸鉄九水和物、リ

ン酸水素二アンモニウムを用いて乾燥前駆体を作製した。得られた乾燥前駆体を焼成温度および焼成時間を

パラメーターとして合成条件最適化を行った。得られた試料に対して、X 線回折を用いて構造分析、走査型

電子顕微鏡による表面観察、構成元素の含有量を確認するため化学分析を行い、性状把握を行った。 

3. 結果・考察 Fe2Sr6Cs2(PO4)6(OH)2を目的物質と

し、各温度で 6 時間焼成した乾燥前駆体の XRD パ

ターン(a-1~3)を図 1 に示す。500℃で加熱した場合

において、Sr アパタイトに類似した XRD パターン

が確認された。また、700℃まで焼成温度を上げると

Sr アパタイトに類似したピークが失われた代わり

に Sr3(PO4)2に類似したピークが確認された。これ

は昇温により Cs が昇華したことが要因であると

考 え ら れ る 。 図 1 の b-1 か ら b-4 に

FeSr8Cs(PO4)6(OH)2を目的物質とし、500℃で各時

間焼成した XRD パターンを示す。1 時間焼成では

前躯体のピークが確認できるが、加えて Sr アパタ

イトに類似したピークも確認された。 

焼成時間が 6 時間以上になると、前駆体

のピークは失われ、Sr アパタイトに類似

したピークが確認された。また、12 時間

焼成しても変化が見られなかったため、6 時間焼成で反応は完了したと考えられる。 

本研究は、日本原子力研究開発機構「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業」により実施された「アパ

タイトセラミックスによるALPS 沈殿廃棄物の安定固化技術の開発」の成果である。 
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図 1. 各条件における XRD パターン 

a: Fe2Sr6Cs2(PO4)6(OH)2 を目的物質とし、各温度で 6 時間焼成 

b: FeSr8Cs(PO4)6(OH)2 を目的物質とし、500℃で各時間焼成 
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